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教育一般の現在実行中の研究（217件）
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日本におけるマルチメディア教育
　　　　研究の現状
2．1マルチメディアを取り巻く環境
　一マルチメディアを活用した21世紀の高等教育
　　のありかた（文部省、1996）
　一マルチメディアの発蕨に対応した文教政策の
　　推進について（文飾省、1995年1月）
　一マルチメディア白書1gg8
　　。1”7年｛既974億円‘前年比106％）
　　・ハード35．55i惚円．ソフト15．297億円（CD－ROMゲー
　　　ム555％）、サービスIS，126億円
2．2マルチメディアコンテンツ振興協会
　（通産省→情報処理振興事集協会→マルチメディ
　　アコンテンツの創出椴会提供）
1囎1年度マルチメディアコンテンツ採択作品から
　参考書型　図厳／辞典
　教材型　　言語／文化紹介／轍桝／企葉／玩具
　熔報提供　ビジネス／瑚境／毅計／ガイド／写真・CG
　アミューズメント型旅行／ゲーム
→個人ベースでの学習＆アミューズメント
→インタラクティブ櫨能／ビジュアル機能／パーソ
ナル機能
採
択
作
例
2．3科学研究費助成金による
マルチメディァ教青の現状
・NACS】S（学術情報センター）の科研データ
ベースの検索結果（1989年から1996年）
・and検索
　　　「教育」
　　　「情躯」
　　　「大学」
「情穀教育」と「マルチメディア」
「大学教育」と「マルチメディア」
　　　　　　　　　ヒット件数
と「マルチメディァ」　　246件t
と「マルチメディア」　　224件
と「マルチメディア」　　38件”
　　　　　　　　　　　23件
　　　　　　　　　　　Is件
米国（311件）と日本（246件／38件）の
　　　マルチメディァ研究比較
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2．4マルチメディア教育開発センター
・放送教育開発センター（1976設立）を改組（1997）
　一衛星通信間大学ネットワーク構築事業
　一データベース事業
　＿メディア教材開発事秦
　＿研修事業
・「掌問の衛星通信を活用したネットワーク化の推進、
　メディア教育開発センタにおけるマルチメディアを利
　用して行う教育の内容、方法などの研究開発やその
　成果の各高等教育機関への提供などにより、高等教
　育におけるマルチメディアの一層の活用を図る」
　（文部省「教育改革ブ1コグラム」1998）　　　　　z
・マルチメディア教育研究の例
　一次世代マルチメディア情報通信技術の教育利用
　一生理心理学的測定によるマルチメディアの特性の
　　解析と効果的な教育システムの研究開発等
　一映像データベースの開発研究
　一DVDなどの新しいメディアを用いた教材開発や国
　　際理解
　一カウンセリング等の課題に有効なマルチメディァ
　　教材の開発研究
　一大学教貝のメディア活用能力を向」二させるための
　　研修プログラムの開発研究や実証研究
　一高等教育でマルチメディアを有効に活用するため
　　の経営組織等に関する基礎研究
　一マルチメディアを用いる大学教授法の向上やその
　　評価システムの開発活用研究　　　　　　　　n
2．5私立大学等情報処理教育連絡協議会
・情報教育の振興充実を図る目的で設立
・文部省からの情報提供＆教育研究
・「平成10年度補正予算を活用して教室のマル
チメディア化に関する提言」
「教室のマルチメディア化は単なる施設・設備を整備
　するという圏題ではなく、大掌が掲げる人材育成を
　より効呆的に実現するための基盤整備として捕らえ
　ることが重要で、これまで実現できなかった授業運
営を可能にすることにより、大学の教育改革を全学
的に推進する手段」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M
マルチメディア教室の役割
　1．理論と実際のマッチング授業を実現
　　教室に外郎からのネットワークを通じて、リアルタイムで社会や
　　企業からの現場情報・体験情巌を教室にTV会臨方式で音声・動画
　　像を提僕することにより、擾榮での内書が実際の社会や企策現場
　　でとのように理解・活用されているか、また宇隅上のでの理論と
　　実際に起きている現象とのギャップを詔識させ、字生自身に現実
　　感寛を持たせ、また考えさせる摂藁を提供o
’2．専門家チームによるハイレベル授榮を実現
　　予め他大宇の教興、企桑や関係機関の辱門家に5～10分程度の時
　　間を予約し、TV会躍方式で外卸のネットワークからコメントや質
　　冊を夏けら九るようにする．
乃
3．事前・事後学習を実現
致賃によるホームページの提供により、教材、資料をデジタル化
してバーチャルな現境での事前・事後掌召を実貌．字内LANを過
して有線・氣縁の情報コンセントを教室に整備すると共にマルチ
メディア教材の編集・蓄積を可能にする邸厘、ラボの蓬備．
→マルチメディア化に対する趣旨
　・マルチメディアコンテンッ作成のための補助
　　機器の整備
　・マルチメディア教室環境の整備により、教育
　　の質の向上
N
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　　　、3．米国の教育環境
イリノイ大学の情報環境から学ぶ一
・大学概要（アーバナ・シャンペーン校）
　一総合大学（研究大学）　17学部
　一学部学生数約27，000、院生等9，000の合計
　　36，000人
　一教員数が2，200人
　一MesaicやNetscape開発
　一PLATO（1960年代、　CAI）の開発
　一皿↓Lac（1949年）の開発
3．1情報サービスの現状
・CCSO（Computing　and　Comm　unication
Service　Office）→日本の情報処理センタ
　ー学生が利用可能なコンピュータ　3，000台以±のう
　　ちCCSOが500台を管理。
　　9つの大学構内に設屋。学生は24時問使用可能
　一学生、教職員に対するコンヒユータ利用環境の支援
　　キャンパスネットワークの管理（ハード・ソフト・設
　　備等）
　－500以上のモデム設置
。CCSOの学生への教育
　一ネティズンのための倫理教育資科
　＿問題解決のためのFAQ集
　一外部プロバイダの紹介
　一企集のテクニカルサポートの紹介
　一顔客サービス・製品精報の紹介
　　新双にコンピュータ導入のためのコンサルタント集務
　＿コンピュータ数育
　　　OS（MacOSPos．WTmdcrws．Unix）・c－maiL　WWW・
　　　旧ITML．　MyWord、　Ms・E）tcel．　1Ctus－123、　PagcMaker、
　　　MleMakcr　Pro．ワーブロの上級コース、ネットワLク
　　　搬続、インターネット、SAS等
3．Z学生の情報利用環境
・オンライン個人情報畳録
・オンライン雇修登録・成績参黙
・履修にあたっての精報検素
　　時間割．オンラインシラバス、授茱スケジュール、才フィ
　　スァワー、教材惰載、参考文献．宿題、錐論フォーラム
・文献検索
　一図魯館、CD－ROMコレクション、市販のデータベース
・Webによる個人ページの作成
・コンピュータ利用環境
　＿所属学部のコンピュータ
　ーCCSOのコンピュータ（9サイト）
　＿寮｛1年生は全員入寮）
　　自宅からダィァルァッブ
　　　・20時間／週は票科。それ以上は30セント／時間
・情報教育
　学生の能力に応じて選択可能
　一コンピュータ入門（文系／理系用｝
　一学都毎のコンピュータ関連授集（ワープロ等の利用機
　　能があること前提｝
　一専門の情報教育（文系／理系）
　er．データ構造．情報システム、ユーザインタフェース等
　一CCSOの提供するコース
・図書館の利用
　一デジタルライブラリによる学会詫のフルテキスト情報
　　検索の利用
・遠隔教育
　」図書館情報学鄙大学院
　一教育学部イリノイ州在住の小中高等掌校の教員の
　　ためのリフレッシュ教育
。その他
　一MBA入掌前教育（夏休み中）．
　　　・コンビュータキャンプ（WordやExec1）
　　　。マスキャンプ（数学）
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・授業の形態
　　学生のレポート提出：ワープロ、スブレッドシート等をメールで
　　学生はWcb上の教材を事前に参照
　　　ビデオ、リアルタイムビデオ．OHP、アニメーション、テキスト
　　「マルチメディアシステム」CSの授業
　　　05まわりのアルゴリズム、ブロトコル等の教育
→双方向型Wcb上での教育環境
　（マルチメディア有り）
3．3　教員に対する支援
・多数の教育資源の提供と教材作成支援
　　各種専門データベースの提供
　　教材メディアの設計．開発、作成、騨価の支援
　一グラフィックスデザインやビデオグラフィの専門家が教
　　材を作戒
　一オンサイトハード・ソフトのコンサルタント
　ークラスルームサポート（Wcbベースの議論フォーラム．
　　宿題提出システム）のためのメディアシスデムの選択．
　　利用．設計、インストール支援
　　専門的なソフトのコンサルタント（統計分析、データマ
　　ネジメント、グラフィ汐ス、イメージ処理．地理情報シ
　　ステム等）
・教育に対する支援
　＿学生教育に必要なトレイニングをCCSOに依
　　頼可能（有料）
・教材に対する支援組織
　一ETAG（diVision　of　Mucational　Technologies
　　coursc）
　－Sc21e（Sloan　Centcr　for　Asynchronous　Learriing
　　EnVir・nmenり
　一Cyb¢rPn）f
ETAG（division　ofEduca重iona塁
　　　Tec』nologies　Course）
　授業支援の入門コースの鍵供
一Pou－erPointやOHPの作成支援
＿　Wcbのデザイン
　フォーラムコンフ7レンス
　共同学習
　マネジメント資澱の開発
一W6bページにスライドシ3一や電子議論を入れる
　学部を超えた教員間のワークショップの開催
Scale（Sloan　Center　for　Asynchronous
　　　　Leaming】Environment）
＿教育資科作成のアプリケーション
ーコースコンファレンスソフト
　インターネット上で教育を行なうアプリケーションの紹介
＿教師達が議論できる場の提供
一イペント情報の提供
’CyberProf．
　　Web上のCAI
　　　教員1とっての実窓とメリット
。コンピュータに不慣れな教員でも教材をWeb上に作成で
　きる環境がある
。灘論フ＊一ラムを使って学生の質問に対する答や意見を
　すぐにフィードバックできる
　コンピュータのハード・ソフト・ネットワークの異常時、すぐ
　にサポートがされる
　全ての教員が教材をWeb上に載せてるわけではない。利
　用効果の評価を年度末に報告して次年度作成の教員へ「
　フィードバックを行っている。
　工掌系の教科はWeb上の教材は多いものの、文系は多
　くは旗、。増える傾向有り。
→全員で一斉に行なうのではなくステップバ
イステップの技術革新
6
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実際の講義
・OHPが主体
　インターネットに接続して授業を行うものは少ない．
　　PowerPointを使ってスクリーンに衷示させる授業
　　も多くはない．
・Webの教材は情報提供
　学生は宿題、スケジュール、参考資料をWebで確
　　認し、　Cybcr　offioe　bOurまたは議論フォーラムを
　　使って賃問．
→Web利用は授粟以外の利用が多い
⊃7
　　21世紀に向けた学校侑報基盤整備への提言
　　　　　　　　　　　　（文部省）
・図魯館、博物館などの電子化とネットワーク利用
。学校のネットワーク化と教育素材・教材の流通システムの幾備（電
　子教科書）
・バーチャル・クラスルームあるいはバーチャル・スクール
・分徹塩調学習支援の構簗
・教師または子供のための自己教材醐発瑠境の整備（学習環境の
　充実と多様化）
・ネットワークを介した各種相談システム
。実社会との共局・協調学習と支援システム
・遠隔教育システムとその履修鮒度の確立
・知的CAIなど．高度な自己学習ソフトの開発
・知識ナビゲーションと惰報収集ツールρイルタリングツールの開発
・自己実現のためのマルチメディア・ブレゼンテーション瑠境の整備
3．4イリノイ大学の情報環境一日本と比較して
・ネットワーク化指標のトップランキング大学
（ハード、ネットワーク化、教育、学校事務、課外活動）
　1．Mrr　　　　　　　2NorthWestem
　3Emcrson　　　　　　4．RensselaerPotytech
　5．Dartmouth　　　　　　　6，Univ¢rsity　of　Ort80n
　7．NJ　lnstitute　of　Tectmologr
　S．budiina　Unkvcrsity　of　Blcotttingten
　gMidd圏cbuりy　Collo＆e
　10・　Came3ie　Mclen
s，
大学のネットワーク化指標
・ハードウェア・ネットワーク化
　＿孚生のコンピュータ所有串　一コンピュータ殼置串
　一電子メールアカウント　　　ーホームベージ
　ーW6日こ無割限にアクセス可能
　一オンラインで図書目録にアクセス可
　＿オフキャンパスからコンピュータにアクセス可
・教育
　一インターネットのトレイニングが必須
　一ホームページを作っている授集の割合
　一オンラインで課題を出している授業の割合
　一オンラインで補助教材を提供している擾茱の割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w
・学務事務
　一オンライン授集登録
　一オンライン変更
　一オンライン戒綾閲覧
　一オンライン授叢概要
・課外活動
　一大学のサーバにホームページを作っている学生の割合
　一大学のサーバにホームページのあるクラブや同好会の割合
　一オンライン・ゲーム．チャット、デートの利用
　一オンライン娯楽場（学生に人気のあるホームページを設ける》
　＿ニユースグルーブ
41
・イリノイ大学の実態
　一ネットワーク化指標が高い大学ではない
　一：】ンピュータ所持率は日本の新殼学部の方が高い。
　一日本の黒極ベースの教育がマルチメディア搬器に代わり
　　つるあるのに、イリノイ大はまだまだ。
・なぜ、学生や教員にとって「情報利用環境」が
　優れているか
　一教材作成支援組織体の存在
　＿CCSOなどのバックアップ体制
　一学部を超えた取り組み
　＿学校全体の情報のイントラネット化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4コ
7
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4．今後の日本のマルチメディア教育1
　　　　　　　　向けて
・ハードは揃った
・利用ソフト＆コンテンツが必要
　目的：分かりやすい授菜の実現
　一視覚・聴覚に訴える分かり易い教材の作成
・マルチメディア教材の作成と利用に向けて
　＿教材作成支援体制の整備
　一教材のデークベース化と共同利用
　一教材の評価の発衷
　一利用教育の整倫（大学で何をどう教えるか）
　　情報教育で何を教えるか
（操作とマルチメディアを意識して）
目的 鍛 応用＋専門
デLタ入力・情報収
�Eデータ交膜／コ
~ュニケーション
・図言鮒襖索システムの利用
EW山による憐輔取粟
E阿Pによる情鞭入手
・画像なと特別なデ」タベース
求ECI｝KMなとの検索
・メー’レによる情報交換 ・マルチメディアメールソフト
ﾉよる情粗交換
・電子概厳¢澗覧・電子会鍵室による窓見交換
・ワープロ（図1多を含も）
EH肌による情報発信
・H肌の酉度利用｛音声、
rデオ、グラフィックスを含む｝
・マルチメディア入力機器とソフ
gの利用｛　　鳳ビデオ
その他の特殊なマルチメディア
@　　　⊃
鯛
十
デ「鱗日集・整理・ ・表計算ソフトによ研「タ整
捌・加匡 理L翌列
デ」タ蜥と応用 ・帽醐価 続計パッケー聯用によるデ
・灘算ソフトによる£析 「タ分樵ビジネスゲーム、シ
・C越によ掘r厚冒 ミュレーションソフト、
理エキスノ←トシステム、慧
，諏定支援システム、フ廿グラ
ミン久αa（鼠VR騎同
用
データ蓄積・捜索 データベースソフトによるテ」タ マルチメディアデ≒タベ〒スの
の茜積とモのき用 翻とその巨用
騰
フ嘔ノゼンテーシ∋ンソフトの利用 田卿用による表琉
によるレポートの門誠と兜表
弓5
おわりに
・マルチメディア教材の具体的な作成に向けて
コンテンツがあれば教材．CA1等を容易に作成できる
環境が揃ってきた
一マルチメディア教材作成の支援の必要性
一大学全体のイントラネット化の必要性
一教材情報の責通（著作権を考慮した）の必要性
一大学内・間共同研究・情報交換の必要性
一教師達が孤立しないように音頭を取る組織の必要性．．
文部省高等学校学習指導要綱「情報j
　　　について（1999年3月2日付）
・情報A（基礎的）、情報B（理系的）、情報
　C（文系的）の中から1科目の選択必屋
・情報A（基本的）1！2以上の実習
　一情報を活用するための工夫と惰報機器
　一情報の収集・発信と情報機器の活用
　一情報の総合的な処理とコンピュータの活用
　一情報機器の発達と生活の変化
　一（文害処理、表計算、図形・画像処理、データ
　　ベースなどのソフトを活用）　　　　　　　・・
・情報B（理系的）1／3以上の実習
　一問題解決とコンピュータの活用
　一コンピュータの仕組みと働き
　一問題のモデル化とコンピュータを活用した解決
　一情報社会を支える情報技術
　一（ソフトウェアやプログラミング言語の利用）
・情報C（文系的）1！3以上のi実習
　＿情報のデジタル化
　一情報通信ネットワークとコミュニケーション
　ー情報の収集・発信と燭人の責任
　＿情報化の進展と社会への影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4e
8
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